
て
肉
体
的
表
現
を
行
う
生
き
物
で

あ
る
」
と
。

　
冒
険
や
探
検
は
危
険
を
伴
い
ま

す
。
命
を
か
け
て
ま
で
科
学
的
な

謎
に
挑
戦
す
る
の
は
、
地
上
で
人

間
た
だ
一
種
で
す
。

　
そ
し
て
、
本
を
読
む
動
物
も
人

間
だ
け
で
す
。
生
物
と
し
て
、
命

を
生
き
長
ら
え
さ
せ
て
子
孫
を
繋

ぐ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
本
を
読
む
こ

と
な
ど
無
駄
な
行
為
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、人
間
は
本
を
読
み
ま
す
。

　
知
的
な
情
熱
を
大
切
に
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
、文
明
社
会
が
あ
り
、

私
た
ち
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。
先

人
た
ち
の
営
み
を
自
分
ご
と
と
し

て
主
体
的
に
感
じ
取
り
、
い
ま
を

生
き
る
私
た
ち
の
血
肉
と
す
る
こ

と
が
、
真
の
意
味
で
本
を
読
む
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
私
が
冒
険
研
究
所
書
店
を
開
設

し
た
の
は
、
主
体
的
に
自
分
の
頭

で
考
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び

を
、
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
、本
の
中

に
、ま
た
は
本
を
携
え
て
未
知
の

世
界
に
旅
立
ち
ま
し
ょ
う
。本
の

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
、そ
こ
に

は
未
知
の
世
界
が
待
っ
て
い
ま
す
。

№684
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１
９
２
２
年
に
英
国
人
探
検

家
、
チ
ェ
リ
ー
・
ガ
ラ
ー
ド
が
出

版
し
た
南
極
で
の
探
検
記
『
世
界

最
悪
の
旅
』
に
は
、
こ
ん
な
一
節

が
あ
り
ま
す
。

「
探
検
と
は
、
知
的
情
熱
の
肉
体

的
表
現
で
あ
る
」

　
な
に
か
を
知
り
た
い
、
謎
を
解

明
し
た
い
、
好
奇
心
や
科
学
的
な

欲
求
、
知
的
な
情
熱
を
肉
体
を
通

し
て
探
求
し
た
と
き
に
探
検
と
い

う
行
為
に
な
り
ま
す
。

　
肉
体
的
表
現
だ
け
な
ら
ば
、
人

間
以
外
の
動
物
も
行
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
前
に
「
知
的
情
熱
」

を
宿
す
の
は
人
間
だ
け
で
す
。

　
そ
う
考
え
て
い
く
と
、
こ
の
一

文
は
「
探
検
と
は
」
で
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
私
に
は
「
人
間
と

は
」
を
も
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

「
人
間
と
は
、
知
的
情
熱
に
よ
っ

行
動
で
す
。
誰
か
に
命
じ
ら
れ
た

り
、
強
制
さ
れ
て
行
動
を
起
こ
す

の
で
は
な
い
、
ル
ー
ル
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
な
い
、
自
ら
の
意
思
と
思

考
、主
体
性
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
読
書
に
も
、
主
体
性
が
大
切
で

す
。
逆
説
的
に
、
主
体
性
の
な
い

読
書
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
本

の
中
に
「
答
え
」
を
探
し
な
が
ら

行
う
読
書
が
、
主
体
性
の
乏
し
い

読
書
だ
と
私
は
感
じ
ま
す
。
答
え

と
は
、
本
の
中
で
は
な
く
、
読
者

自
身
の
頭
の
中
に
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
自
ら
の
頭
の
中
の
答
え
に
た

ど
り
着
く
た
め
の
、
ヒ
ン
ト
や
思

考
の
栄
養
と
し
て
本
は
あ
り
ま

す
。
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
で
し

か
、
自
分
な
り
の
答
え
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
。そ

れ
こ
そ
が
、冒
険
に
お
い
て
も
、読

書
に
お
い
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
私
は
20
年
以
上
、
北
極
や
南
極

で
の
徒
歩
冒
険
を
続
け
て
い
ま

す
。「
冒
険
家
」が
肩
書
き
で
す
が
、

３
年
前
か
ら
私
の
肩
書
き
に
「
書

店
主
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
大
和
市
、
小
田
急
線

の
桜
ヶ
丘
駅
前
に
２
０
２
１
年
５

月
に
私
が
開
設
し
た
の
が
「
冒
険

研
究
所
書
店
」
で
す
。

　
冒
険
家
が
な
ぜ
書
店
を
始
め
た

の
か
。

　
こ
れ
ま
で
何
度
尋
ね
ら
れ
た
か

わ
か
ら
な
い
そ
の
質
問
の
答
え
に

は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
冒
険
を
す

る
こ
と
と
読
書
の
共
通
性
」
が
あ

り
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
主
体

性
」
で
す
。

　
そ
も
そ
も
冒
険
と
は
、
自
ら
の

内
側
で
湧
き
あ
が
る
情
熱
や
衝

動
、
好
奇
心
な
ど
に
よ
っ
て
社
会

の
既
存
の
枠
を
乗
り
越
え
て
い
く

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp
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冒
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冒
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著
者
名

書

名

定

価
出

版

社

伊
与
原　

新
宙
わ
た
る
教
室

一
七
六
〇
文
藝
春
秋

宮
島　

未
奈
成
瀬
は
信
じ
た
道
を
い
く

一
七
六
〇
新

潮

社

田
内　

学

き
み
の
お
金
は
誰
の
た
め

一
六
五
〇
東
洋
経
済
新
報
社

額
賀　

澪

夜
と
跳
ぶ

一
八
七
〇
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

原
田　

ひ
香
喫
茶
お
じ
さ
ん

一
六
五
〇
小

学

館

安
田　

夏
菜
ア
ナ
タ
ノ
キ
モ
チ

一
七
六
〇
文
研
出
版

辻
村　

深
月
あ
な
た
の
言
葉
を

一
五
四
〇
毎
日
新
聞
出
版

群
像
編
集
部
／
編
休
む
ヒ
ン
ト
。

一
四
三
〇
講

談

社

共
同
通
信
社
／
編
迷
い
の
な
い
人
生
な
ん
て

一
一
四
四
岩
波
書
店

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
君
の
声
が
聴
き

た
い
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

君
の
声
が
聴
き
た
い

一
六
五
〇
双

葉

社

春
名　

風
花
ネ
ッ
ト
で
い
じ
め
ら
れ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

一
五
六
二
河
出
書
房
新
社

坂
上　

香

根
っ
か
ら
の
悪
人
っ
て
い
る
の
？

一
七
六
〇
創

元

社

三
宅　

香
帆
な
ぜ
働
い
て
い
る
と
本
が
読
め
な
く
な
る
の
か

一
一
〇
〇
集

英

社

今
井
む
つ
み
「
何
回
説
明
し
て
も
伝
わ
ら
な
い
」
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
？

一
八
七
〇
日
経
Ｂ
Ｐ

川
添　

愛

世
に
も
あ
い
ま
い
な
こ
と
ば
の
秘
密

九
九
〇
筑
摩
書
房

大
島　

梢
絵
読
書
は
鼻
歌
く
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
い
い

一
五
四
〇
辰
巳
出
版

内
藤　

誼
人
考
え
方
ひ
と
つ
で
明
日
は
も
っ
と
う
ま
く
い
く

一
三
七
五
明
日
香
出
版
社

道
草
晴
子
／
漫
画

坂
口
恭
平
／
原
作

生
き
の
び
る
た
め
の
事
務

一
七
六
〇
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

山
崎　

元

経
済
評
論
家
の
父
か
ら
息
子
へ
の
手
紙

一
七
六
〇
Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ

大
平　

一
枝
注
文
に
時
間
が
か
か
る
カ
フ
ェ

一
九
八
〇
ポ
プ
ラ
社

柴
崎　

友
香
あ
ら
ゆ
る
こ
と
は
今
起
こ
る

二
二
〇
〇
医
学
書
院

佐
藤　

舞

あ
っ
と
い
う
間
に
人
は
死
ぬ
か
ら

一
七
六
〇
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

前
野
ウ
ル
ド

浩

太

郎
バ
ッ
タ
を
倒
す
ぜ
ア
フ
リ
カ
で

一
六
五
〇
光

文

社

柳
沢　

正
史
今
さ
ら
聞
け
な
い
睡
眠
の
超
基
本

一
五
四
〇
朝
日
新
聞
出
版

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
書
名
一
覧

２
０
２
５

『
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
』
実
施

①
各
出
版
社
１
点　
②
複
数
県
推
薦
書

目
の
検
討　
③
対
象
読
者
向
き
か　
④

そ
の
ほ
か
各
委
員
が
特
別
に
推
薦
し
た

い
書
目
な
ど
を
勘
案
し
て
検
討
。
メ
ー

ル
で
の
投
票
と
意
見
交
換
を
行
い
、
最

終
的
に
委
員
会
全
体
で
24
点
を
確
認
、

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
こ
の
推
薦
図
書
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
18
万
９
０
０
０
部
製
作
、
道

府
県
の
読
進
協
・
都
道
府
県
立
図
書
館

を
通
じ
て
各
公
共
図
書
館
に
、
日
本
出

版
取
次
協
会
の
協
力
で
取
次
会
社
を
通

じ
て
全
国
の
書
店
に
配
布
を
行
い
、
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
出
来
は
12
月
上
旬

を
予
定
。
２
０
２
４
年
内
の
発
送
は
12

月
24
日
㈫
受
付
分
ま
で
で
す
。
成
人
式

で
ご
利
用
予
定
の
方
は
ご
注
意
を
。
卒

業
式
、
読
書
グ
ル
ー
プ
、
学
校
で
の
読

書
指
導
、
地
域
の
文
化
活
動
な
ど
で
の

ご
利
用
も
歓
迎
で
す
（
部
数
に
か
ぎ
り

が
あ
り
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
公
益

社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
３
─
５
２
４
４
─
５
２
７
０

e-m
ail　

info@
dokusyo.or.jp

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会・事
業
委
員
会
は
、
２
０
２
５「
若

い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」推
薦
図

書
24
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
道
府
県
読
書

推
進
運
動
協
議
会
に
「
若
い
人
に
ぜ
ひ

読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
」
の
推
薦
を
依

頼
、
40
の
読
進
協
か
ら
計
83
点
の
書
目

の
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
推
薦
が
多
か
っ
た
の
は
、

田
内
学
の『
き
み
の
お
金
は
誰
の
た
め
』

で
、
８
つ
の
読
進
協
か
ら
推
薦
が
あ
り

ま
し
た
。
つ
い
で
辻
村
深
月
の
『
あ
な

た
の
言
葉
を
』
が
６
つ
の
読
進
協
か
ら

推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。三
宅
香
帆
の『
な

ぜ
働
い
て
い
る
と
本
が
読
め
な
く
な
る

の
か
』、
伊
与
原
新
の
『
宙
わ
た
る
教

室
』、
宮
島
未
奈
の
『
成
瀬
は
信
じ
た

道
を
い
く
』
へ
の
推
薦
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　
事
業
委
員
会
の
書
目
選
考
基
準
は
、
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
名

所

在

地

代
表
者
（
世
話
人
）
名

京
都
語
り
部
の
会

京
都
府
京
都
市

大
西
ま
さ
子

岩
出
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

布
絵
本
グ
ル
ー
プ

和
歌
山
県
岩
出
市

中
村　

文
子

米
子
お
は
な
し
か
ご

鳥
取
県
米
子
市

伊
澤　

和
恵

わ
く
わ
く
沢
っ
子
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町

景
山　

雅
美

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

積
み
木
の
会

岡
山
県
岡
山
市

竹
中　

美
子

（
選
考
中
）

広
島
県

高
原
小
学
校
親
子
読
書
会

徳
島
県
名
西
郡
石
井
町

川
真
田　

心

絵
本
の
小
部
屋

高
知
県
高
岡
郡
檮
原
町

長
田　

加
苗

地
域
文
庫

福
岡
県
那
珂
川
市

髙
栁　

洋
子

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

や
よ
い
会

佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町

中
溝　

茂
樹

ゆ
り
の
会

長
崎
県
長
崎
市

濵
崎　

惠
子

ひ
よ
っ
こ
の
会

熊
本
県
天
草
市

仁
田　

直
美

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
は
な
し
あ
の
ね

大
分
県
宇
佐
市

工
藤　

貴
子

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

く
れ
よ
ん

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町

松
井
里
恵
子

伊
敷
台
小
学
校

朝
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
い
ち
ょ
う
」

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

久
米
村
沙
夜
香

い
と
ま
ん 

読
み
聞
か
せ
の
会 

日
々
草

沖
縄
県
糸
満
市

大
城
む
つ
み

（
以
上
34
グ
ル
ー
プ
）

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
名

所

在

地

代
表
者
（
世
話
人
）
名

よ
み
き
か
せ
の
会
☆
星
の
子

北
海
道
白
糠
郡
白
糠
町

鍛
冶　

恵
子

サ
ー
ク
ル
の
い
ち
ご

青
森
県
八
戸
市

下
坪
利
都
子

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ 
マ
ザ
ー
リ
ー
フ

岩
手
県
一
関
市

千
葉　

典
子

仙
台
手
を
つ
な
ぐ
文
庫
の
会

宮
城
県
仙
台
市

田
澤　

敦
子

鹿
角
民
話
の
会
「
ど
っ
と
は
ら
ぇ
」

秋
田
県
鹿
角
市

北
村　

正
人

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

あ
ゆ
み
ら
い

福
島
県
岩
瀬
郡
鏡
石
町

横
田　

京
子

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ダ
ン
ボ
の
会

栃
木
県
芳
賀
郡
市
貝
町

北
井　

晴
美

や
ま
ば
と
読
書
会

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町

柿
木　

鞆
子

え
ん
ど
う
ま
め

千
葉
県
八
街
市

小
河
志
の
ぶ

新
潟
か
み
し
ば
い
ク
ラ
ブ

新
潟
県
新
潟
市

石
倉 

恵
子

サ
ン
ワ
ク
ト

富
山
県
中
新
川
郡
上
市
町

布
沢　

桂
子

文
庫
お
ひ
さ
ま
は
ら
っ
ぱ

石
川
県
金
沢
市

飯
森　

博
子

敦
友
ク
ラ
ブ

福
井
県
敦
賀
市

室　
　

敬
士

む
か
わ
図
書
館
桜
さ
く
ら
の
会

山
梨
県
北
杜
市

小
池
ま
き
子

高
甫
読
書
会

長
野
県
須
坂
市

渡
辺
き
み
江

七
色
く
れ
よ
ん

岐
阜
県
本
巣
市

横
山　

朱
實

り
ぼ
ん
ク
ラ
ブ

静
岡
県
三
島
市

杉
浦　

美
和

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ま
め
っ
ち
ょ

滋
賀
県
長
浜
市

森　
　

治
美

　
公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協

議
会
で
は
、
第
78
回
「
読
書
週
間
」
事

業
と
し
て
、
11
月
３
日
㈷
を
中
心
に
、

各
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会
を

通
じ
て
、「
第
57
回 

全
国
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
（
下
表
）」
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
（
一
部
選
考
中
）。

　

読
書
グ
ル
ー
プ
の
結
成
促
進
と
育

成
強
化
は
、
読
書
推
進
運
動
の
根
幹

を
な
す
も
の
と
し
て
、
公
益
社
団
法

人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
結
成
以

来
、
活
動
の
第
一
目
標
と
し
、
道
府

県
各
読
書
推
進
運
動
協
議
会
と
連
携

し
て
、
そ
の
育
成
・
発
展
に
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
各
読
書
推
進
運
動
協

議
会
の
推
薦
に
よ
り
、
一
地
域
一
グ

ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
原
則
と

し
て
５
年
以
上
の
活
動
を
続
け
て
い
る

グ
ル
ー
プ
を
推
薦
・
表
彰
の
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
読
書
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、

読
書
会
、実
演
活
動
、家
庭・地
域
文
庫
、

障
が
い
を
持
つ
方
へ
の
読
書
支
援
、
図

書
館
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

　
全
国
の
読
書
グ
ル
ー
プ
に
敬
意
を
表

し
、
数
あ
る
読
書
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に

ご
推
薦
の
労
を
と
ら
れ
た
、
各
道
府
県

読
書
推
進
運
動
協
議
会
の
み
な
さ
ま

に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

推
薦
さ
れ
た
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ

に
は
、
そ
の
業
績
を
讃
え
、
公
益
社
団

法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
よ
り
賞

状
お
よ
び
副
賞（
図
書
カ
ー
ド
２
万
円

分
）を
、
各
道
府
県
読
書
推
進
運
動
協

議
会
を
通
じ
て
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
は
、
１
月

号
以
降
、
本
紙
上
で
逐
次
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
は
、

１
９
６
８
年 

第
22
回
「
読
書
週
間
」

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
本
年
ま
で
の
表

彰
グ
ル
ー
プ
数
は
１
９
８
５
グ
ル
ー
プ

２
０
２
４
年
度
・
第
57
回

全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰

─
─
道
府
県
読
進
協
推
薦
─
─

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
副
賞
の
図
書
カ
ー
ド
２
万
円

分
の
う
ち
１
万
円
分
は
、
例
年
同
様
、

日
本
図
書
普
及
株
式
会
社
の
協
賛
に
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
同
社
の
ご

協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
全
国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
の
グ
ル
ー
プ
へ
は
、
今
後
５
年
間
、
本
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
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■
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
」
東
西
２
エ
リ
ア
で
開
催

兵
庫
・
明
石
、
東
京
・
紀
尾
井
町
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
開
催
！

あかし市民広場は、JR 明石駅と、
人気の「魚の棚商店街」の間に立地

■
第
16
回
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館 

手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
作
品
か
ら

14
点
が
入
賞
！

し
、
絵
本
の
販
売
を
実
施
。
家
族
連
れ

が
本
を
手
に
と
っ
て
熱
心
に
選
ぶ
姿
が

見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
明
石
市
在
住
の
絵
本
作
家
、

た
な
か
し
ん
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
、
神
戸
市
在
住
の
絵
本
作

家
、
マ
メ
イ
ケ
ダ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

ご
当
地
グ
ル
メ
の
明
石
焼
き
を
描
く

コ
ー
ナ
ー
、
紙
芝
居
実
演
、
原
画
展
な

ど
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
用
意
さ
れ

た
。

　
さ
ら
に
は
今
年
の
本
屋
大
賞
に
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
『
放
課
後
ミ
ス
テ
リ
ク

ラ
ブ
』
の
著
者
。
知
念
実
希
人
さ
ん
も

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。
２

日
続
け
て
盛
況
と
な
り
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
、
本
と
一
緒
に
過
ご
す
週
末

を
楽
し
ん
だ
。

　
い
っ
ぽ
う
、
10
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

に
は
、
東
京
都
千
代
田
区
の
城
西
国
際

大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
を

会
場
と
し
て
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
紀
尾

井
町
２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
紀
尾
井
町
地
域
連
携
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
紀
尾
井FES.

」
と
連
動
し
て

の
開
催
で
あ
る
。

　
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
同
大

「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
ひ
ょ
う
ご

２
０
２
４
」
が　
10
月
５
日
㈯
、
６
日

㈰
に
兵
庫
県
明
石
市
の
あ
か
し
市
民
広

場
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
Ｊ
Ｒ
明
石

駅
直
結
の
「
パ
ピ
オ
ス
あ
か
し
」
に
あ

る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
知
ら
ず
に
通
り
か
か
っ
て
、
会
場

に
入
る
人
も
い
る
よ
う
な
抜
群
の
ア
ク

セ
ス
だ
。
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
る

明
石
市
だ
が
、「
本
の
ま
ち
明
石
」
を

か
か
げ
る
自
治
体
で
も
あ
る
。
６
日
に

は
丸
谷
聡
子
市
長
も
か
け
つ
け
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
宣
言
し
た
。

　
兵
庫
県
書
店
商
業
組
合
の
主
催
で
あ

り
、
多
く
の
出
版
社
が
ブ
ー
ス
を
展
開

製
本
さ
れ
、
副
賞
と
し
て
作
者
へ
贈
呈

さ
れ
る
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
は

１
年
間
、「
手
づ
く
り
絵
本
大
使
」
に

任
命
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
す
べ
て
の

入
賞
作
品
は
電
子
書
籍
と
し
て
制
作
さ

れ
、
３
年
間
公
開
さ
れ
る
。

　
す
べ
て
の
受
賞
作
情
報
、
お
よ
び
選

考
会
の
様
子
な
ど
は
、
矢
祭
も
っ
た
い

な
い
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

●
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

https://m
ottainai-toshokan.

com
/

学
の
多
く
の
学
生
が
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
、
運
営
に
た
ず
さ
わ
り
、
新
刊
を
中

心
と
し
た
絵
本
児
童
書
の
展
示
と
「
大

学
特
別
価
格
」
で
の
販
売
会
な
ど
を

実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
第
29
回 

日
本

絵
本
賞
大
賞
受
賞
者 

ザ
・
キ
ャ
ビ
ン

カ
ン
パ
ニ
ー
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

（
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
と
共
同
主

催
）、
絵
本
作
家
「
塚
本
や
す
し
さ
ん

の
楽
し
い
お
は
な
し
会
」（
主
催
：
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
絵
本
文
化
推
進
協
会
）な
ど
、

他
の
団
体
と
連
携
し
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

「
紀
尾
井FES.

」
に
参
加
地
域
企
業

と
の
連
携
に
よ
り
、
周
辺
の
史
跡
を
ポ

イ
ン
ト
と
す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
展
開

す
る
な
ど
、
東
京
都
心
に
立
地
す
る
特

色
を
生
か
し
た
「
都
会
の
絵
本
ワ
ー
ル

ド
」
の
趣
と
な
っ
た
。

城西国際大学の学生たちによる読み
聞かせやワークショップも実施

今年の最優秀賞『こまったネコ
ちゃん』『ルナのおるすばん』

　
福
島
県
矢
祭
町
の
矢
祭
も
っ
た
い
な

い
図
書
館
が
主
催
す
る
「
第
16
回 

矢

祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館 

手
づ
く
り

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
10
月
23
日
㈬
に

最
終
選
考
会
を
開
催
し
、
今
年
の
入
賞

作
品
14
点
が
決
定
、
発
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、「
自
然
・

友
情
・
心
の
大
切
さ
と
、
夢
と
希
望
が

い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
手
づ
く
り
絵
本
」

を
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
作
品
を
募
集
し

て
い
る
。
今
年
の
応
募
作
品
数
は
、
一

般
の
部
（
高
校
生
以
上
）
が
56
点
、
家

族
の
部
（
中
学
生
以
下
の
幼
児
・
児

童
・
生
徒
が
家
族
と
一
緒
に
制
作
し
た

も
の
）
が
132
点
。

　
最
終
選
考
会
で
は
、
柳
田
邦
男
さ
ん

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）、
あ
べ
弘

士
さ
ん
（
絵
本
作
家
）、
佐
川
正
一
郎

さ
ん
（
矢
祭
町
長
）
の
３
人
が
審
査
員

を
務
め
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
ほ
か
受

賞
作
品
が
決
定
し
た
。

　
一
般
の
部
の
最
優
秀
賞
は
、『
こ
ま
っ

た 

ネ
コ
ち
ゃ
ん
』福
池
桂
子
さ
ん（
徳

島
県
鳴
門
市
）、
家
族
の
部
最
優
秀
賞

は
『
ル
ナ
の
お
る
す
ば
ん
‼
』
吉
村
重

昭
さ
ん・奏
那
さ
ん
（
福
岡
県
宗
像
市
）

が
受
賞
し
た
。
こ
の
２
作
品
は
、
印
刷
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海
道
中
頓
別
町 

町
長
）、
角
田
ま
ゆ
み

さ
ん
（
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
役
所
健
康
増

進
課
母
子
保
健
係 

係
長
）、
一
ノ
瀬
留

美
さ
ん
（
福
岡
県
筑
後
市
立
図
書
館 

館
長
）の
３
名
で
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
代
田
知
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
理
事
、
埼
玉
県
三
芳
町
立
図
書

館 

元
館
長
）
が
務
め
る
。
研
修
会
終

了
後
、
２
０
２
５
年
２
月
12
日
㈬
～

４
月
30
日
㈬
の
期
間
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ

配
信
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
当
日
参
加
、
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
と
も
に
、
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
（
参
加
費
無
料
）。
申
し
込

み
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
サ
イ

ト
で
で
き
る
。
締
め
切
り
は
２
０
２
５

年
１
月
22
日
㈬
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細
、

申
し
込
み
方
法
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
ま
で
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
サ
イ
ト

https://w
w

w
.bookstart.or.jp/

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、

２
０
２
５
年
１
月
29
日
㈬
に
、「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
全
国
研
修
会
─
な
い
！ 

な
い
？ 

ど
う
す
る
⁉ 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
─
」
を
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

を
実
施
、
ま
た
は
実
施
検
討
中
の
自
治

体
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
対
象

と
し
て
開
催
さ
れ
る
。
今
回
は
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
の
開
始
や
継
続
に
お
い
て

課
題
と
な
る
「
時
間
」「
人
材
」「
予
算
」

を
テ
ー
マ
に
、
各
地
で
の
実
践
を
紹
介

し
な
が
ら
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、小
林
生
吉
さ
ん（
北

「時間」「人材」「予算」の課題をどう
乗り越えるか、実践を紹介

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
全
国
研
修
会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
実
施
に
向
け
て

課
題
や
実
践
を
紹
介

■
「
広
瀬
恒
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」

子
ど
も
と
読
書
を
考
え
、
取
り
組
ん
で

き
た
生
涯
を
偲
ぶ

　

10
月
20
日
㈰
、
東
京
都
千
代
田
区

の
出
版
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ル
に
て
、「
広
瀬

恒
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会
（
主
催
＝
親
子
読

書
地
域
文
庫
全
国
連
絡
会
〈
親
地
連
〉、

協
力
＝
一
般
社
団
法
人 

日
本
子
ど
も

の
本
研
究
会
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
広
瀬
さ
ん
は
親
地
連
設
立
に
参
加
、

事
務
局
長
、代
表
を
長
年
勤
め
、ま
た
、

日
本
子
ど
も
の
本
研
究
会
や
学
校
図
書

館
を
考
え
る
全
国
連
絡
会
、
子
ど
も
の

本
・
九
条
の
会
な
ど
、
は
ば
広
く
活
躍

さ
れ
た
。『
子
ど
も
の
読
書 

い
ま
こ
れ

か
ら
』（
新
日
本
出
版
社
）、『
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
─
活
動
ガ
イ
ド
─
』（
一

声
社
）、『
子
ど
も
の
本 

こ
の
一
年
～

広
瀬
恒
子
講
演
録
』（
お
や
ち
れ
ん
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
）
な
ど
著
作
も
多
い
。

　
会
に
は
、
親
地
連
・
日
本
子
ど
も
の

本
研
究
会
会
員
、
作
家
団
体
の
代
表
、

編
集
者
の
ほ
か
、
韓
国
よ
り
私
立
図
書

館
・
ヌ
テ
ィ
ナ
ム
図
書
館
主
宰
者
の
朴

英
淑
さ
ん
も
参
加
し
、
広
瀬
さ
ん
の
活

動
と
交
流
の
広
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
広
瀬
さ
ん
の
ご
子
息
の
八
木
健
治
さ

ん
は
「
う
ち
の
母
は
訃
報
が
新
聞
に
載

る
人
だ
っ
た
の
か
と
驚
い
た
。
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
子
ど
も
の
読
書
に
最
後
ま
で

思
い
出
を
紹
介
し
、
そ
の
知
識
と
理
論

に
裏
打
ち
さ
れ
た
活
動
を
偲
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
２
０
０
８
年
の
「『
子
ど

も
の
本
・
九
条
の
会
』
設
立
の
集
い
」

で
の
広
瀬
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
動
画
が
上

映
さ
れ
、「
子
ど
も
時
代
の
戦
争
体
験

が
私
の
原
点
。
も
う
二
度
と
だ
ま
さ
れ

た
く
な
い
と
、
自
分
で
真
実
を
探
す
た

め
、
10
代
の
と
き
に
多
く
の
本
か
ら
学

び
、
楽
し
み
、
目
を
開
か
さ
れ
た
。
知

ら
な
い
ま
ま
で
い
る
こ
と
、
無
知
な
ま

ま
で
は
加
害
者
に
な
る
。
だ
か
ら
、
子

ど
も
の
読
書
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
」
と
、
語
る
声
に
参
加
者
一

同
、
聞
き
入
っ
た
。

　
偲
ぶ
会
終
了
後
に
は
、
広
瀬
さ
ん
の

著
作
や
写
真
、
遠
方
の
た
め
参
加
で
き

な
か
っ
た
方
か
ら
の
花
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
が
飾
ら
れ
た
会
場
で
、
茶
話
会
も

開
催
さ
れ
た
。

祭壇から広瀬さんの笑顔が
会場を見守った

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、

こ
こ
に
い
る
多
く
の
人
の
支
え
の
お
か

げ
で
す
」
と
述
べ
た
。

　
参
加
者
を
代
表
し
て
の
「
贈
る
こ
と

ば
」
も
、
各
方
面
の
関
係
者
が
登
壇
。

奈
良
県
の
天
理
市
立
図
書
館
館
長
の
高

橋
樹
一
郎
さ
ん
は
『
子
ど
も
文
庫
の
100

年
』（
み
す
ず
書
房
）
執
筆
に
際
し
て
、

「
広
瀬
さ
ん
の
膨
大
な
著
作
・
文
章
か

ら
多
く
を
学
ん
だ
。
文
章
を
通
し
て
、

広
瀬
さ
ん
と
対
話
を
し
て
い
た
」
と
述

べ
た
。
ヌ
テ
ィ
ナ
ム
図
書
館
の
朴
さ
ん

は
、「
広
瀬
さ
ん
は
、
子
ど
も
と
本
が

出
会
う
場
所
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
訪
ね
て

考
え
る
哲
学
者
。
読
書
運
動
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
自
由
」。
尊
厳
と
自
由
を

守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
、

広
瀬
さ
ん
を
偲
ぶ
こ
と
に
な
る
」
と

語
っ
た
。
研
究
者
の
正
置
友
子
さ
ん
は

「
人
の
関
係
性
が
希
薄
と
な
り
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
大
人
も
本
を
読
ま
な
い

現
状
に
絶
望
を
感
じ
る
が
、
広
瀬
さ
ん

の
こ
と
ば
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の

志
を
受
け
継
ぐ
に
は
覚
悟
が
必
要
」と
、

子
ど
も
た
ち
へ
未
来
の
希
望
を
渡
す
決

意
を
語
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
藤
田
の
ぼ

る
さ
ん
、
丘
修
三
さ
ん
も
広
瀬
さ
ん
の

申し込みサイト
QR コード
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図
書
館
を
公
開
し
、
学
校
図
書
館
を
自

由
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
学
校
図
書

館
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
学
校

図
書
館
活
動
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
参
加
者
か

ら
「
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
校

図
書
館
を
見
学
で
き
て
う
れ
し
い
」
と

い
っ
た
声
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
現
職

の
学
校
司
書
の
参
加
も
多
く
あ
り
、
貴

重
な
研
修
の
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
楽
し
み

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
銘
打
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
参
加
者

作
家
と
直
接
会
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を

通
し
て
、
未
来
の
作
家
や
読
者
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
２
０
２
３
年
に

「Library of the Year 2023 

ラ

イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。
受
賞
理
由
は
「
小
さ
な
一
歩

か
ら
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た
学
校
図
書

館
の
10
年
間
の
軌
跡
」
で
す
。
10
年
以

上
に
お
よ
ぶ
継
続
し
た
取
組
を
評
価
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
学
校
図
書
館
を
取
り
巻
く
現
状
は
厳

し
く
、
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
が
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
継
続
す
る
こ
と
が

学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
い

う
強
い
思
い
を
持
ち
、
今
後
も
歩
み
を

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
学
校
図
書
館
を
見
学
す
る
度
に
各
校

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
タ
ン
プ
を
台
紙
に
押

し
て
も
ら
え
ま
す
。
集
め
た
ス
タ
ン
プ

の
数
に
応
じ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
提
供
さ

れ
る
の
で
、
多
く
の
学
校
を
見
学
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
10
校
以
上
を

見
学
す
る
熱
心
な
参
加
者
も
い
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
単
に
学
校
図

書
館
を
公
開
す
る
だ
け
で
な
く
、
公
開

中
に
参
加
校
で
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
図

書
館
脱
出
ゲ
ー
ム
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体

験
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
し
お
り
作
り
、

科
学
あ
そ
び
な
ど
が
あ
り
、
小
さ
な
子

ど
も
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、

参
加
者
に
た
い
へ
ん
好
評
で
す
。

●
読
書
を
広
げ
る

　
参
加
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
参
加

校
司
書
が
お
す
す
め
本
を
紹
介
す
る

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
を
制
作
し
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

13
冊
が
発
行
さ
れ
、
選
書
に
役
立
つ
と

人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
こ
の
小

冊
子
を
も
ら
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
参
加
者
も
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
作

家
を
招
い
た
小
中
高
生
対
象
の
講
演
会

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
阿

部
智
里
さ
ん
、
伊
吹
有
喜
さ
ん
、
逢
坂

冬
馬
さ
ん
、
青
山
美
智
子
さ
ん
と
い
っ

た
作
家
に
登
壇
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

館
関
係
者
、
地
域
の
方
、
学
校
図
書
館

に
興
味
を
持
つ
方
な
ど
で
す
。
学
校
図

書
館
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
学
校
図
書

館
や
本
に
関
心
が
あ
る
方
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
の
が
大
き
な
特

徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
11
回
の
公
開
に
は
の
べ
１
４
２
１

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
を

見
る
と
、
学
校
司
書
や
司
書
教
諭
と

い
っ
た
学
校
図
書
館
関
係
者
や
児
童
生

徒
、
大
学
生
が
多
く
参
加
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
意
義

　

学
校
図
書
館
は
学
校
に
よ
っ
て
施

設
・
設
備
だ
け
で
な
く
運
営
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
そ
の
た
め
、
学
校
図
書
館
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
、
複
数
校

を
回
る
こ
と
で
そ
の
違
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
通
常
、
学
校
図
書
館
を
外
部
の
人
が

目
で
き
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
の
人
に
と
っ
て
、
学
校
図
書
館
に

興
味
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
見
学
す
る

の
は
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
学
校

●「
東
京・学
校
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」と
は

「
東
京
・
学
校
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
（
以
下
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）」

と
は
、
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
に
学
校

図
書
館
を
広
く
一
般
に
公
開
し
、
学
校

図
書
館
の
活
動
と
そ
こ
を
支
え
る
学
校

司
書
・
司
書
教
諭
の
役
割
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
２
０
１
２
年
に
都
立
・
私
立
の
13
校

に
よ
っ
て
始
ま
り
、
２
０
２
４
年
に
13

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏
に
は

第
11
回
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
参
加
校
と
参
加
者

　
第
11
回
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は
国

立
・
都
立
・
私
立
の
33
校
が
参
加
し
ま

し
た
。
開
催
期
間
中
に
参
加
校
が
そ
れ

ぞ
れ
決
め
た
日
程
で
学
校
図
書
館
を
一

般
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
対
象
者
は
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
、
高
校
生
、
教
育
関
係
者
、
図
書

東
京
・
学
校
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
行
委
員
長

東
京
都
立
立
川
国
際
中
等
教
育
学
校
・
附
属
小
学
校 

課
長
代
理 

司
書

杉
山
　
和
芳

学
校
図
書
館
を
社
会
に
ひ
ら
く

　
　
～
学
校
図
書
館
の
充
実
を
目
指
し
て
～

■
高
等
学
校
図
書
館
の
現
場
か
ら

地域の人、他校の司書などさまざまな参加者が
学校図書館を訪れる

作家を招いての講演会を楽しみに
している中高生も多い
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　ザ・キャビンカンパニー『だ
いおういかのいかたろう』（鈴木
出版）の大型絵本も！ このあと、
私の目の前でお買い上げされてい
きました。
　作家・今村翔吾さんのシェア型
書店「ほんまる」もフェスティバ
ルに参加です。
　当事務局が入っている出版クラ
ブビルでも、ワークショップや講
談社おはなし隊のおはなし会が開
催されました。

第32回 神保町
ブックフェスティバル

本の街の本まつり

　
当
事
務
局
が
あ
る
神
田
神
保
町 

恒

例
の
「
神
保
町
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
す
ず
ら
ん
通

り
い
っ
ぱ
い
に
出
版
社
の
ワ
ゴ
ン
が
並

ぶ
「
本
の
得
々
市
」
は
、
歩
く
の
も
た

い
へ
ん
な
ほ
ど
に
愛
書
家
が
詰
め
か

け
、各
出
版
社
の
テ
ン
ト
に
は
人
垣
が
。

東
京
以
外
の
出
版
社
や
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

な
ど
読
書
グ
ッ
ズ
の
お
店
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
27
日
に
は
専
修
大
学
を
会
場

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

本
の
学
校（
鳥
取
県
）

に
よ
る「
本
の
学
校
・
出
版
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
２
４ 

～
書
店
、
地
域
、
出

版
が
生
き
残
る
た
め
に
～
」も
開
か
れ

ま
し
た
。

　
神
保
町
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
公
開
空

地
の
「
こ
ど
も
の
本
ひ
ろ
ば
」
に
は
、

児
童
書
出
版
社
が
多
数
出
店
。
大
型
絵

本
や
グ
ッ
ズ
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
親
子

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
学
校
に
よ
る
演
奏
や
ダ

ン
ス
、
神
保
町
よ
し
も
と
漫
才
劇
場
メ

ン
バ
ー
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
の
お
楽

し
み
も
。
地
元
の
大
学
生
が
各
校
の
法

被
を
着
て
会
場
の
お
手
伝
い
を
す
る
姿

も
あ
り
、
街
を
あ
げ
て
の
お
祭
り
ム
ー

ド
が
い
っ
ぱ
い
！

　
会
場
に
は
神
保
町
グ
ル
メ
を
楽
し
め

る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

補
給
し
て
か
ら
ま
た
本
を
探
す
人
も
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。



事
務
局
報
告
（
10
月
）

☆
１
日
＝
「
２
０
２
５ 

若
い
人
に
贈
る
読
書

の
す
す
め
」
各
読
書
推
進
協
議
会
か
ら
の

推
薦
し
め
き
り

☆
４
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
683
号
別

冊 

入
稿

・
５
日
＝
明
石
市
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
in
ひ
ょ
う

ご
」
た
ち
あ
い

☆
７
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
683
号 

入
稿

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
683
号
本

紙
・
別
冊 

責
了

・
10
日
＝
「
伊
藤
忠
記
念
財
団
子
ど
も
文
庫
助

成
事
業
」
書
面
審
査
提
出

☆
10
日
＝
「
野
間
読
書
推
進
賞 

贈
呈
式
」
招

待
状
発
送

☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
683
号
本

紙
・
別
冊 

出
来

☆
15
日
＝
「
２
０
２
５ 

若
い
人
に
贈
る
読
書

の
す
す
め
」
事
業
委
員
投
票
し
め
き
り

☆
15
日
＝
「
野
間
読
書
推
進
賞 

要
項
」
入
稿

・
20
日
＝
「
広
瀬
恒
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
出
席

☆
21
日
＝
「
２
０
２
５ 

若
い
人
に
贈
る
読
書

の
す
す
め
」
掲
載
書
目
内
定

☆
22
日
＝
２
０
２
４
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

に
つ
い
て
事
業
報
告
を
文
部
科
学
省
お
よ

び
後
援
各
団
体
に
事
業
報
告
送
付

☆
25
日
＝
第
78
回
「
読
書
週
間
」
に
つ
い
て
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
開
始

☆
27
日
～
11
月
９
日
＝
第
78
回
「
読
書
週
間
」

☆
29
日
＝
２
０
２
４
年
度 

第
３
回 

常
務
理
事

会 

開
催

・
30
日
＝
「
講
談
社
メ
デ
ィ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
出
席
（
東
京
會
舘
）

☆
31
日
＝
「
野
間
読
書
推
進
賞 

贈
呈
式
」
ス

タ
ッ
フ
打
ち
あ
わ
せ

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
11
月
７
日
、
今
年
の
野
間
読
書
推
進
賞

贈
呈
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
同

様
に
事
務
局
の
不
手
際
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
例
年
同
様
、

受
賞
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
人
徳
、
参
加
者

の
み
な
さ
ん
の
お
人
柄
に
支
え
ら
れ
、
笑

顔
の
う
ち
に
贈
呈
式
・
祝
賀
会
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

●
個
人
の
部
受
賞
の
勝
冶
粂
さ
ん
（
鹿
児

島
県
）は
、奄
美
大
島
か
ら
の
ご
参
加
。「
奄

美
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
特
産

の
焼
酎
（
野
間
会
長
、
大
喜
び
！
）、
大

島
紬
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
ご
持
参
さ
れ
、
会

場
で
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
祝
賀

会
で
は
、
ス
テ
キ
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
姿
か
ら

お
は
な
し
会
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
赤
い
エ
プ
ロ

ン
の
「
勝
冶
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
ス
タ
イ
ル

に
着
替
え
、
奄
美
の
踊
り
で
参
加
者
の
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●
奨
励
賞
の
明
徳
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

（
秋
田
県
）
の
青
木
美
貴
子
さ
ん
、
最
上

誠
子
さ
ん
、
谷
藤
由
紀
美
さ
ん
は
、
控
室

で
の
記
念
撮
影
の
様
子
を
、
会
のLIN

E

グ
ル
ー
プ
へ
さ
っ
そ
く
送
り
、
会
場
の
雰

囲
気
を
共
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

祝
賀
会
で
は
野
間
会
長
と
「
秋
田
と
言
え

ば
ク
マ
」
と
盛
り
あ
が
っ
た
そ
う
で
す
。

●
団
体
の
部
受
賞
の
デ
イ
ジ
ー
岩
手
（
岩

手
県
）
の
会
長
、
成
田
優
子
さ
ん
は
ご
自

身
が
視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
と
い
う
こ
と

で
、
高
校
生
の
甥
御
さ
ん
、
小
池
陽
仁
さ

ん
が
ご
同
行
。
成
田
さ
ん
を
ス
マ
ー
ト
に

エ
ス
コ
ー
ト
す
る
小
池
さ
ん
の
所
作
が
と

て
も
美
し
く
、
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
と
同
じ
感
想
を
持
っ
た
参
加

者
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
来
月
号
で
受
賞
者
の
こ
と
ば
や
、
贈
呈

式
の
写
真
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
伸
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と
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な
業
績
を
残
さ
れ
た
方
々
で
、
通
算
で

１
２
３
８
名
を
数
え
る
。

　
野
間
省
伸
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
長
の

あ
い
さ
つ
で
開
会
し
た
今
回
の
顕
彰
会

第
１
部
は
、
秋
深
い
箱
根
の
自
然
の
な

か
で
黙
祷
、
新
顕
彰
者
名
奉
告
、
献
花

と
続
き
、
新
顕
彰
ご
家
族
、
関
係
者
、

役
員
の
記
念
撮
影
ま
で
、
終
始
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
な
か
で
進
行
し
た
。

　
芦
ノ
湖
畔
の
箱
根
ホ
テ
ル
で
の
第
２

部
で
は
参
加
者
が
、テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

　
11
月
６
日
㈬
、
神
奈
川
県
箱
根
町
の

出
版
平
和
堂
に
お
い
て
、
第
56
回
「
出

版
功
労
者
顕
彰
会
」（
主
催
＝
日
本
出
版

ク
ラ
ブ
出
版
平
和
堂
委
員
会
）が
、行
わ

れ
た
。
こ
の
出
版
平
和
堂
は
、
出
版
文

化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
先
達
を
顕
彰

し
功
績
を
た
た
え
、
出
版
を
通
し
て
平

和
な
社
会
を
守
る
こ
と
を
祈
念
す
る
記

念
碑
で
あ
る
。
今
年
は
新
た
に
５
名
の

出
版
功
労
者
が
加
わ
っ
た
。版
元
、取

次
、書
店
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
大
き

な
ご
や
か
な
昼
食
会
と
な
っ
た
。
出
版

界
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す

な
か
先
達
の
歩
ん
で
き
た
道
程
に
思
い

を
は
せ
る
一
日
を
過
ご
し
た
。

い
く
か
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
読
み
書

き
サ
ポ
ー
ト
の
可
能
性
と
課
題
」「
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
『
多
様
な
特

性
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
読
書
を
ど
う

支
え
る
？
』」

●
「
読
書
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
す
す
め

る
た
め
に
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

読
書
サ
ポ
ー
ト
～
生
涯
に
わ
た
る
読
書

支
援
を
視
野
に
入
れ
て
～
」「
公
共
図

　
公
益
財
団
法
人 
伊
藤
忠
記
念
財
団

は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
、
同
財
団
が
今

年
開
催
し
た
「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
」
と
「
読
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
研
究
会 

特
別
研
修
『
読
書

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
す
す
め
る
た
め

に
』」
の
動
画
を
公
開
し
て
い
る
。

●
「
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

北
海
道
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
北
海
道
の
読
書
環
境
を
ど
う
拓
い
て

■
伊
藤
忠
記
念
財
団 

Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
動
画
公
開

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
実
現
に
向
け
た

取
組
や
課
題
を
紹
介

■
第
56
回 

出
版
功
労
者
顕
彰
会

新
顕
彰
者
名
の
功
績
を

ご
家
族
と
と
も
に
偲
ぶ

新顕彰者のご家族と役員の
記念写真

書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
～
図
書
館
の

現
状
と
未
来
」「
著
作
権
法
第
37
条
に

つ
い
て
～
学
校
図
書
館
等
に
お
け
る
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
～
」「
国
立
国
会
図

書
館
／
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
読
書
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
取
組
～『
み
な
サ
ー
チ
』

を
中
心
に
～
」

　
動
画
の
公
開
は
、
２
０
２
４
年
12
月

25
日
ま
で
と
２
０
２
６
年
３
月
30
日
ま

で
の
も
の
が
あ
る
。
視
聴
方
法
、
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
や
パ
ネ
リ
ス
ト
な

ど
、
詳
細
は
伊
藤
忠
記
念
財
団
ま
で
。

●
伊
藤
忠
記
念
財
団 W

eb

サ
イ
ト

https://w
w

w
.itc-zaidan.or.jp/

読書推進運動協議会
X（旧 Twitter）


